
発　行　所
三四会医学部新聞編集室
〒160―8582
　 東京都新宿区信濃町35
電話（3353）1211 内線64996

会員については会費
に購読料が含まれる
発行人　武田　純三
毎月　１回20日発行

第７６６号平成２７年8月３１日 （昭和26年４月18日第三種郵便物認可） 毎月20日発行　定価１部20円慶 應 義 塾 医 学 部 新 聞（１）

鑑
往
知
来

新
病
院
棟
1
号
館
1
期
棟
が

竣
工
し
オ
ー
プ
ン
へ

夏
季
・
冬
季
総
合
優
勝　

　
　

 　

３
連
覇
な
る
か

　

私
に
分
子
生
物
学
の
基
礎

を
教
え
、
緑
内
障
原
因
遺
伝

子
発
見
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え

て
く
だ
さ
っ
た
、
分
子
生
物

学
教
室
の
清
水
信
義
教
授
が

今
年
６
月
に
永
眠
さ
れ
た
。

外
地
に
い
た
の
で
か
け
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ず
、
残
念
に

思
う
気
持
ち
を
拭
え
な
い
。

　

私
の
研
究
の
原
点
は
網
膜

に
特
異
的
な
遺
伝
子
を
探
す

こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
が
緑
内

障
原
因
遺
伝
子
「
ミ
オ
シ
リ

ン
」
の
発
見
、
そ
し
て
、
私

が
ア
メ
リ
カ
で
設
立
し
た
会

社
が
手
が
け
る
創
薬
研
究
に

つ
な
が
っ
た
。
現
在
、
欧
米

に
て
大
規
模
臨
床
試
験
の
最

終
段
階
に
入
っ
て
い
る
。
そ

の
薬
剤
候
補
は
「
エ
ミ
ク
ス

ス
タ
ト
塩
酸
塩
」
と
い
っ

て
、
網
膜
に
特
異
的
な
異
性

化
酵
素RPE65

に
の
み
作
用

す
る
。
対
象
疾
患
は
、
治
療

薬
の
存
在
し
な
い
地
図
状
萎

縮
を
伴
う
ド
ラ
イ
型
加
齢
黄

斑
変
性
で
あ
る
。
多
く
の
網

膜
疾
患
治
療
薬
の
よ
う
な
眼

球
注
射
薬
で
は
な
く
、
侵
襲

性
が
低
い
経
口
投
与
で
あ
る

た
め
、
患
者
さ
ん
の
負
担
の

軽
減
を
期
待
で
き
る
。「
エ

ミ
ク
ス
ス
タ
ト
塩
酸
塩
」

は
、
網
膜
内
で
光
を
電
気
信

号
に
変
え
る
働
き
を
し
て
い

る
視
覚
サ
イ
ク
ル
を
調
整
す

る
。
桿
体
細
胞
の
代
謝
を
抑

え
、
光
障
害
か
ら
網
膜
機
能

を
保
持
す
る
こ
と
で
、
疾
患

の
進
行
を
抑
制
す
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
る
。

　

薬
剤
開
発
の
成
功
確
率
は

３
万
化
合
物
に
１
と
低
い

が
、
眼
科
医
と
し
て
現
在
治

療
法
の
な
い
患
者
さ
ん
を
救

う
た
め
に
、
こ
の
薬
剤
開
発

は
成
功
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
慶
應

義
塾
で
学
び
、
臨
床
医
に
な

っ
て
か
ら
も
網
膜
に
特
異
的

な
遺
伝
子
を
研
究
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
た
か
ら
こ
そ
、

今
の
私
が
あ
る
。
世
界
中
の

一
人
で
も
多
く
の 

患
者
さ

ん
を
救
う
た
め
に
、
今
の
道

を
歩
め
て
い
る
こ
と
に
感
謝

し
て
い
る
。

　

去
年
の
夏
、
慶
應
義
塾
大

学
医
学
部
初
の
試
み
と
し
て

ア
カ
デ
ミ
ア
外
か
ら
も
客
員

教
授
を
採
用
す
る
こ
と
が
決

ま
り
、
就
任
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
坪
田
一
男
教
授
の
前

例
が
な
い
壁
を
乗
り
越
え
る

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
あ
っ
て

こ
そ
だ
と
感
謝
し
て
い
る
。

　

私
も
福
澤
諭
吉
先
生
が
重

ん
じ
た
「
実
学
」
の
一
端
を

担
い
、
医
学
研
究
を
患
者
さ

ん
の
治
療
に
役
立
つ
技
術
に

結
び
つ
け
て
い
け
る
よ
う
全

力
を
尽
く
し
た
い
。

（
ア
キ
ュ
セ
ラ
会
長
・
社
長

兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
慶
應
義
塾
大
学

医
学
部
客
員
教
授

 

窪
田　

良　

70
回
）

　

67
回
生
、
精
神
神
経
科

の
渡
邊
で
す
。
慶
應
に
は

卒
後
１
年
間
、
そ
し
て
関

連
病
院
を
経
て
平
成
９
年

（
卒
後
９
年
目
）
か
ら
平

成
24
年
３
月
ま
で
15
年
間

在
籍
し
、
諸
先
生
方
に
は

多
大
な
ご
指
導
を
賜
り
ま

し
た
。
そ
の
後
杏
林
大
学

に
移
り
、
現
在
は
学
内
外

の
仕
事
に
日
々
追
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

当
大
学
に
も
三
四
会
会

員
は
多
数
お
ら
れ
ま
す

が
、
ふ
と
し
た
瞬
間
に
会

員
同
士
が
深
い
と
こ
ろ
で

通
じ
合
っ
て
い
る
と
い
う

何
と
も
言
え
な
い
安
心

感
、
そ
し
て
結
束
感
に
よ

っ
て
気
持
ち
が
癒
さ
れ
る

こ
と
を
し
ば
し
ば
経
験
し

ま
す
。
三
四
会
は
私
の
よ

う
な
他
大
学
に
出
た
人
間

に
と
っ
て
も
、
そ
う
い
っ

た
心
の
癒
し
、
そ
し
て
支

え
と
な
る
存
在
で
す
。

　

私
自
身
今
か
ら
10
年
以

　

私
は
平
成
６
年
、
本
塾

医
学
部
を
卒
業
後
、
整
形

外
科
教
室
に
入
局
、
以
来

大
学
で
の
研
修
後
、
医
局

か
ら
の
派
遣
に
て
関
連
病

院
に
て
沢
山
の
経
験
を
積

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
実
際
に
、
大
学
病
院

で
診
療
を
行
っ
た
期
間
は

合
計
で
僅
か
２
年
と
短
い

も
の
の
、
関
連
病
院
で
学

ぶ
機
会
を
与
え
て
戴
い
た

の
は
、
大
学
病
院
、
医
局

の
お
蔭
で
す
。

　

平
成
18
年
に
亡
き
父
の

後
を
継
ぎ
、
府
中
市
に
て

病
院
を
経
営
す
る
立
場
と

他
大
学
に
出
て
、

改
め
て
三
四
会
は
心
の
糧
と
実
感

新
病
棟
建
設
と
医
療
費
の
現
実

渡
邊 

衡
一
郎（
67
回
）

奥
島 

雄
一
郎（
整
73
回
）

杏
林
大
学
医
学
部
　

精
神
神
経
科
学
教
室

医
療
法
人
社
団
喜
平
会

奥
島
病
院
　
院
長
　
　

な
り
ま
し
た
が
、
病
院
と

い
っ
て
も
病
床
は
60
床
、

常
勤
医
師
は
５
名
と
い
う

小
規
模
な
も
の
で
す
の

で
、
日
々
の
診
療
は
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
地
域
密
着

型
で
す
。
そ
れ
で
も
整
形

外
科
の
手
術
件
数
は
、
年

間
約
８
０
０
件
を
数
え
ま

す
の
で
、
飽
き
ず
に
毎
日

患
者
の
診
療
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
度
、
大
変

お
世
話
に
な
っ
た
、
大
学

病
院
に
新
病
棟
が
建
立
さ

れ
る
計
画
に
つ
き
ま
し

て
、
大
変
喜
ば
し
く
思
い

ま
す
。
今
回
、
こ
の
計
画

の
た
め
に
、
皆
さ
ま
か
ら

の
募
金
を
集
め
る
企
画
に

つ
い
て
、
私
な
り
の
意
見

を
述
べ
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

小
さ
い
な
が
ら
も
病
院

を
経
営
す
る
立
場
か
ら
申

せ
ば
、
本
来
、
病
院
の
新

築
・
増
改
築
は
各
病
院
の

収
益
か
ら
す
べ
き
も
の
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
数
年

前
、
私
の
病
院
は
大
幅
な

増
改
築
を
し
、
そ
の
た
め

に
少
な
く
な
い
金
額
を
借

り
入
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
当
然
、
私
の
病
院

に
寄
付
を
し
て
下
さ
る
方

な
ど
い
ま
せ
ん
の
で
、
借

金
は
返
さ
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
日

々
努
力
を
し
、
少
し
ず
つ

返
済
し
て
い
る
わ
け
で
あ

り
ま
す
。
医
療
行
為
は
神

聖
な
も
の
で
あ
り
、
収
益

の
た
め
に
す
る
べ
き
こ
と

で
な
い
の
は
当
然
の
こ
と

で
あ
り
ま
す
が
、
一
方

で
、
医
療
に
か
か
る
お
金

は
、
降
っ
て
湧
い
て
く
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

従
っ
て
、
こ
れ
か
ら
新
病

棟
建
設
を
計
画
さ
れ
て
い

る
大
学
病
院
も
、
本
来
は

病
院
の
収
益
か
ら
捻
出
す

べ
き
費
用
で
あ
る
こ
と
を

ご
理
解
戴
き
、
よ
り
一
層

の
収
益
拡
大
と
経
費
削
減

に
努
め
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

大
学
病
院
は
、
そ
の
社

会
的
・
学
術
的
立
場
か

ら
、
臨
床
研
修
・
研
究
な

ど
に
、
大
変
費
用
が
嵩
む

の
も
事
実
で
す
。
世
界
最

先
端
の
医
療
を
行
い
、
若

い
医
師
・
医
療
ス
タ
ッ
フ

を
育
て
な
が
ら
、
新
病
棟

を
設
立
し
、
未
来
へ
と
向

か
う
医
療
を
行
う
に
は
、

現
在
の
診
療
報
酬
体
系
か

ら
得
ら
れ
る
収
益
で
は
、

と
て
も
賄
い
き
れ
る
も
の

で
な
い
こ
と
は
、
容
易
に

想
像
が
つ
き
ま
す
。
私
自

身
、
現
在
の
保
険
診
療
で

は
、
新
た
な
設
備
投
資
が

出
来
る
よ
う
な
余
裕
が
と

て
も
持
て
な
い
こ
と
を
実

感
し
て
お
り
ま
す
。

　

大
学
病
院
に
は
、
大
学

病
院
で
し
か
出
来
な
い
医

療
を
し
、
過
去
に
満
足
出

来
る
結
果
が
得
ら
れ
な
か

っ
た
疾
患
に
対
し
て
、
最

先
端
の
技
術
と
知
恵
で
戦

っ
て
い
く
使
命
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
に
は
ど
う

し
て
も
、
診
療
か
ら
得
ら

れ
る
報
酬
以
外
の
資
金
が

必
要
な
の
で
す
。
こ
れ
に

は
、
現
在
医
局
に
属
し
、

大
学
病
院
や
医
局
の
関
連

病
院
に
属
し
て
い
る
医
師

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
我

々
医
局
を
卒
業
し
た
三
四

会
の
メ
ン
バ
ー
や
関
係
者

か
ら
も
募
金
を
集
め
、
最

先
端
の
医
療
を
続
け
て
貰

う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

世
界
に
冠
た
る
慶
應
義

塾
大
学
病
院
で
あ
り
続
け

る
た
め
、
我
々
の
「
ふ
る

さ
と
」
に
誇
り
を
持
つ
た

め
に
、
是
非
と
も
募
金
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

上
前
に
大
病
を
し
て
慶
應

義
塾
大
学
病
院
に
入
院

し
、
先
輩
や
同
期
、
そ
し

て
後
輩
の
先
生
方
に
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

慶
應
は
い
ざ
と
い
う
時
に

頼
れ
る
存
在
で
あ
る
と
共

に
、
離
れ
た
身
に
と
っ
て

も
、
母
校
の
発
展
を
見
る

こ
と
で
ま
た
頑
張
ら
な
け

れ
ば
と
思
い
を
新
た
に
す

る
よ
う
な
存
在
で
も
あ
り

ま
す
。

　

現
在
他
大
学
に
お
ら
れ

る
先
生
、
あ
る
い
は
慶
應

関
連
で
な
い
施
設
に
勤
め

て
お
ら
れ
る
先
生
方
も
、

今
一
度
心
の
糧
と
な
る
母

校
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

の
更
な
る
発
展
の
た
め
に

お
志
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　

新
病
院
棟
１
号
館
１
期
棟

（
地
上
６
階
、
地
下
１
階
）

が
８
月
初
旬
に
竣
工
し
、
現

在
旧
棟
か
ら
の
移
転
作
業
が

始
ま
り
１
期
棟
の
各
フ
ロ
ア

が
段
階
的
に
オ
ー
プ
ン
し
て

い
ま
す
。

　

第
一
弾
と
し
て
８
月
20
日

に
は
１
号
館
と
２
号
館
を
結

ぶ
渡
り
廊
下
が
通
行
可
能
と

な
り
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
一
部
や
教

職
員
用
ロ
ッ
カ
ー
室
、
当
直

室
の
使
用
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
そ
の
後
は
９
月
７
日
に

Ｃ
Ｔ
の
一
部
、
中
検
生
理
検

査
部
門
、
外
来
（
メ
モ
リ
ー

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
臨
床
遺
伝
学

セ
ン
タ
ー
）、
内
視
鏡
セ
ン

タ
ー
が
、
９
月
13
日
に
は
４

階
消
化
器
ク
ラ
ス
タ
ー
病
棟

お
よ
び
６
階
小
児
系
病
棟
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
そ
の
後

も
放
射
線
造
影
検
査
室
や
放

射
線
治
療
部
門
の
リ
ニ
ア
ッ

ク
な
ど
が
段
階
的
に
オ
ー
プ

ン
す
る
予
定
で
す
。

　

３
階
の
外
来
部
分
に
は
内

装
デ
ザ
イ
ン
の
全
体
コ
ン
セ

プ
ト
で
あ
る「Keio Forest

」

を
表
現
し
た
エ
リ
ア
を
設
け

て
い
ま
す
。
ま
た
４
階
病
棟

は
２
期
棟
竣
工
ま
で
約
３
年

間
の
仮
病
棟
に
な
り
ま
す

が
、
重
症
対
応
個
室
な
ど
に

２
期
棟
設
計
を
見
据
え
た
い

く
つ
か
の
ト
ラ
イ
ア
ル
が
施

さ
れ
て
い
て
、
実
際
の
使
用

を
通
じ
て
の
検
証
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

ま
た
こ
の
１
期
棟
へ
の
移

転
と
並
行
し
て
解
体
範
囲
に

あ
る
中
央
棟
の
薬
剤
部
点
滴

調
剤
部
門
や
中
央
材
料
滅
菌

部
門
が
２
号
館
や
１
号
棟
に

移
転
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
移
転
・
開
業
が

順
調
に
進
む
と
９
月
か
ら
は

２
期
棟
建
設
エ
リ
ア
（
中
央

棟
北
側
、
７
号
棟
、
放
射
線

治
療
棟
、
Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
棟
、

臨
床
講
堂
な
ど
）
の
解
体
工

事
が
始
ま
り
、
２
０
１
６
年

３
月
に
は
解
体
が
完
了
す
る

予
定
で
す
。
そ
し
て
い
よ
い

よ
新
病
院
の
コ
ア
部
分
で
あ

る
２
期
棟
（
地
上
10
階
、
地

下
１
階
）
の
工
事
が
始
ま
り

ま
す
。

こ
の
秋
に
オ
ー
プ
ン
す
る
1

期
棟
の
フ
ロ
ア
構
成
は
別
図

の
様
に
な
り
ま
す
。

　

三
四
会
員
の
諸
先
生
に
は

益
々
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
新
病
院
棟
開
設
準
備
室
長

 

渡
辺
真
純　

64
回
）

中央棟から見た1期棟の外観

1期棟のフロア構成

明るい内装の小児系病棟「Keio Forest」をイメージした外来エリア

間接照明を施した渡り廊下

第58回東医体
夏季部門５連覇!

　

今
年
も
我
等
が
慶
應
医
学

部
体
育
会
の
選
手
た
ち
が
、

東
日
本
に
確
固
た
る
王
者
の

風
格
を
魅
せ
、
帰
っ
て
き
て

く
れ
た
。

　

８
月
１
日
か
ら
15
日
に
か

け
て
開
催
さ
れ
た
第
58
回
東

日
本
医
科
学
生
総
合
体
育
大

会
（
東
医
体
）
夏
季
部
門
に

お
い
て
、
本
塾
は
見
事
５
連

覇
の
栄
冠
を
獲
得
し
た
。

（
８
月
17
日
現
在
、
本
紙
調

べ
）

イ
ン
ト
と
接
戦
で
あ
り
、
非

常
に
差
し
迫
っ
た
状
況
で
あ

る
。
夏
季
で
２
位
に
8
・
5

ポ
イ
ン
ト
差
を
つ
け
て
優
勝

を
収
め
た
も
の
の
、
冬
季
に

逆
転
を
許
し
、
総
合
優
勝
の

連
覇
を
途
絶
え
さ
せ
て
し
ま

っ
た
３
年
前
の
苦
い
経
験
を

思
い
返
す
と
、
今
年
も
冬
季

種
目
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
や

ス
キ
ー
に
一
層
油
断
は
許
さ

れ
な
い
。
夏
季
の
流
れ
に
乗

り
、
よ
り
輝
か
し
い
成
績
を

　

東
医
体
は
、
各
競
技
の
順

位
に
応
じ
た
ポ
イ
ン
ト
が
大

学
に
付
与
さ
れ
、
そ
の
合
計

点
で
総
合
優
勝
校
を
争
う
シ

ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
今

大
会
に
お
い
て
我
々
は
、
４

競
技
で
優
勝
、
５
競
技
で
準

優
勝
、
８
競
技
で
ポ
イ
ン
ト

獲
得
し
た
末
、
夏
季
部
門
優

勝
に
輝
い
た
。
し
か
し
２
位

の
秋
田
大
学
医
学
部
と
の
差

は
約
５
ポ
イ
ン
ト
、
３
位
の

旭
川
医
科
大
学
と
は
約
13
ポ

収
め
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

紙
面
で
は
、
男
女
と
も
に

優
勝
と
い
う
歴
代
２
度
目
の

快
挙
を
成
し
遂
げ
た
水
泳

部
、
優
勝
４
連
覇
と
波
に
乗

っ
て
い
る
端
艇
部
を
は
じ

め
、
男
女
と
も
に
近
年
安
定

し
た
好
成
績
を
収
め
る
競
走

部
、
ゴ
ル
フ
部
、
期
待
の
新

星
と
し
て
活
躍
す
る
空
手

部
、
ヨ
ッ
ト
部
を
取
り
上
げ

た
。
そ
の
ほ
か
、
本
年
度
か

ら
医
学
部
体
育
会
入
り
を
果

た
し
飛
躍
す
る
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
部
、
歴
代
最
高
順
位
を
収

め
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
を
掲

載
し
た
。

　

個
人
戦
の
優
勝
・
準
優
勝

者
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

は
来
月
号
で
紹
介
す
る
。

　

選
手
た
ち
の
熱
く
淡
く
ほ

ろ
苦
い
ひ
と
夏
の
一
ペ
ー
ジ

を
、
三
四
会
員
の
皆
様
に
お

届
け
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら

幸
い
で
あ
る
。

 

（
５
年　

谷
口
枝
穗
）

種目 1位 2位 3位
総合順位 慶應 秋田 旭川
陸上（男子） 筑波 慶應 東北
陸上（女子） 秋田 慶應 山形
硬式野球 東医 日医 聖マ
準硬式野球 北海道 東北 札幌・山形
テニス（男子） 福島 北里 慶應
テニス（女子） 横市 秋田 旭川
ソフトテニス（男子） 岩手 旭川 群馬
ソフトテニス（女子） 秋田 弘前 群馬
卓球（男子） 東北 昭和 北海道
卓球（女子） 順天 秋田 岩手
バレーボール（男子） 旭川 順天 信州
バレーボール（女子） 北里 弘前 日大
バドミントン（男子） 旭川 札幌 岩手
バドミントン（女子） 女子医 秋田 札幌
サッカー 信州 東医 筑波
バスケットボール（男子） 新潟 群馬 北海道
バスケットボール（女子） 秋田 日大 山形
柔道 旭川 東海 自治・防衛
剣道（男子） 秋田 北里 自治・順天
剣道（女子） 群馬 秋田 順天・防衛
弓道 東北 信州 山梨
空手道（男子） 慶應・札幌・自治・埼玉 － －
空手道（女子） 新潟 埼玉 獨協
水泳（男子） 慶應 東北 信州
水泳（女子） 慶應 女子医 筑波
ヨット 日医 慶應 千葉
ボート 慶應 杏林 山梨
馬術 山梨 昭和 信州
ハンドボール 日医 旭川 慈恵
ゴルフ（男子） 埼玉 慶應 北海道
ゴルフ（女子） 北里 慶應 山形
ラグビー 信州 弘前 順天

「
常
勝
」果
た
し
た

水
泳
部

水　

泳　

部

悲
願
の

永
久
杯
に
向
け
て

端　

艇　

部

男
子
総
合
優
勝
２
連
覇
、

女
子
個
人
形
で
５
連
覇

空　

手　

部

男
女
と
も
総
合
優
勝

素
晴
ら
し
い
戦
績
を
残
し
た
空
手
部
員
一
同

「
来
年
も
優
勝
で
永
久
杯
！
」

　

８
月
10
、
11
日
に
宮
城
県

総
合
公
園
総
合
プ
ー
ル
に
お

い
て
東
医
体
水
泳
競
技
が
開

催
さ
れ
た
。
東
日
本
最
強
と

の
呼
び
声
の
高
い
慶
應
医
学

部
水
泳
部
。「
奪
還
」
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
見

事
優
勝
杯
を
取
り
返
し
た
第

57
回
東
医
体
か
ら
１
年
、
今

年
の
水
泳
部
は
歴
史
に
残
る

大
快
挙
「
男
子
総
合
優
勝
」

「
女
子
総
合
優
勝
」
を
成
し

遂
げ
た
。

　

敵
地
東
北
に
お
い
て
、
ラ

イ
バ
ル
で
あ
る
東
北
大
学
を

圧
倒
し
、
男
女
ア
ベ
ッ
ク
優

勝
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た

の
は
全
部
員
が
死
力
を
尽
く

し
て
闘
っ
た
結
果
で
あ
る
。

男
子
は
２
位
東
北
大
学
と
６

点
差
の
86
点
、
女
子
は
２
位

東
京
女
子
医
大
と
３
点
差
の

65
点
で
あ
っ
た
。

　

東
医
体
の
水
泳
競
技
は
男

女
に
分
か
れ
、
出
場
し
た
種

目
の
順
位
が
加
算
さ
れ
る
ポ

イ
ン
ト
制
。
個
人
個
人
の
力

が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
な
く

て
は
勝
つ
こ
と
は
難
し
い
究

極
の
チ
ー
ム
戦
で
あ
る
。
先

月
号
の
ガ
イ
ド
記
事
で
も
紹

介
し
た
よ
う
に
、
我
が
水
泳

部
は
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
厚
い
選
手
層
を
持
ち
、
今

年
も
学
年
を
問
わ
ず
各
競
技

に
て
た
く
さ
ん
の
優
勝
を
獲

得
し
た
。

　

高
学
年
に
な
っ
て
か
ら
も

学
業
と
競
技
を
両
立
し
、
東

医
体
で
好
成
績
を
残
す
こ
と

は
並
大
抵
の
努
力
で
は
な

い
。
１
０
０
、
２
０
０
㍍
平

泳
ぎ
で
優
勝
の
杉
浦
祐
太
郎

君
（
６
年
）
と
１
０
０
㍍
自

由
形
で
優
勝
の
矢
野
由
希
子

君
（
５
年
）
を
始
め
、
部
員

各
員
の
東
医
体
に
賭
け
る
熱

い
思
い
が
男
女
と
も
に
総
合

優
勝
と
い
う
歴
史
的
快
挙
に

つ
な
が
っ
た
と
い
え
よ
う
。

カ
ッ
プ
を
奪
還
し
た
昨
年
か

ら
再
び
連
覇
の
道
を
歩
み
始

め
た
水
泳
部
、
東
日
本
医
歯

薬
看
を
始
め
数
々
の
大
会
で

　

８
月
７
日
か
ら
９
日
に
か

け
て
、
長
沼
漕
艇
場
に
て
東

医
体
端
艇
競
技
が
行
わ
れ
、

慶
應
医
学
部
端
艇
部
は
総
合

優
勝
を
果
た
し
、
史
上
初
の

４
連
覇
を
達
成
し
た
。

　

部
員
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ

れ
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高

め
、
練
習
に
励
ん
で
き
た
か

ら
こ
そ
の
勝
利
。
今
年
の
大

会
に
つ
い
て
、
去
年
ま
で
と

違
う
と
こ
ろ
は
、
多
く
の
部

員
が
全
日
本
大
学
選
手
権
に

向
け
て
の
練
習
に
励
ん
だ
こ

と
だ
。
医
学
部
と
い
う
枠
に

と
ら
わ
れ
ず
、
全
学
レ
ベ
ル

男
子
舵
手
付
き
フ
ォ
ア
Ａ
大

澤
響
君
（
３
年
）・
大
河
内

遼
太
郎
君
（
３
年
）・
深
瀬

友
太
君
（
２
年
）・
星
野
佑

介
君
（
３
年
）・
原
田
林
太

郎
君
（
３
年
）
優
勝
。

　

幹
部
の
代
替
わ
り
も
完
了

し
、
こ
れ
か
ら
ま
た
新
し
い

の
相
手
に
勝
負
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
や
っ
て
き
た
。
ま

た
、
今
年
は
女
子
部
員
の
活

躍
も
目
覚
ま
し
く
、
ま
さ
に

総
合
力
で
勝
ち
取
っ
た
優
勝

で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　

主
な
結
果
は
以
下
の
通

り
。

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
Ａ

菊
岡
吉
朗
君
（
６
年
）
優

勝
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
Ａ

三
好
由
夏
君
（
３
年
）・
重

原
光
那
君
（
２
年
）
優
勝
、

女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
Ｂ
小
川

祥
子
君
（
６
年
）・
黒
宮
み

の
里
君
（
１
年
）
準
優
勝
、

体
制
で
次
の
シ
ー
ズ
ン
に
向

け
て
挑
戦
は
続
く
。
10
月
の

慶
東
戦
、
４
月
の
早
慶
戦
に

勝
利
し
、
東
医
体
の
５
連
覇

と
永
久
杯
の
獲
得
に
向
け

て
、
ま
た
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
う
。  

 

（
３
年　

増
渕
颯
）

勝
ち
続
け
て
い
る
。
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
た
「
常
勝
」
に

一
点
の
曇
り
も
な
い
こ
と
は

　

８
月
８
、
９
日
に
栃
木
県

立
県
南
体
育
館
に
て
行
わ
れ

た
東
医
体
空
手
道
競
技
に
お

い
て
、
男
子
部
は
総
合
優
勝

２
連
覇
を
果
た
し
た
。
個
人

形
で
山
中
健
史
君
（
２
年
）

が
優
勝
し
、
石
田
典
仁
君

（
３
年
）
も
個
人
組
手
３
位

入
賞
を
成
し
遂
げ
た
。
一
方

の
女
子
部
も
、
個
人
形
に
お

い
て
岩
田
樹
里
君
（
５
年
）

が
優
勝
を
果
た
し
、
個
人
成

績
と
し
て
東
医
体
５
連
覇
と

い
う
輝
か
し
い
偉
業
を
打
ち

立
て
た
。

　

同
大
会
で
は
、「
組
手
」

と
「
形
」
の
２
種
目
が
そ
れ

ぞ
れ
団
体
と
個
人
で
競
わ
れ

る
。
組
手
で
は
、
実
際
に
相

手
と
攻
防
し
、
技
の
種
類

（
有
効
・
技
あ
り
・
一
本
）

に
よ
り
ポ
イ
ン
ト
が
加
算
さ

明
白
で
あ
る
。

 

（
３
年　

阿
部
雄
志
）

れ
、
合
計
点
で
勝
敗
を
争

う
。
安
全
の
た
め
に
技
は
寸

止
め
で
行
う
の
が
原
則
だ

が
、
選
手
は
常
に
怪
我
の
危

険
と
隣
り
合
わ
せ
に
あ
る
。

形
で
は
、
一
人
ず
つ
演
武

し
、
技
の
ス
ピ
ー
ド
・
力
強

さ
・
緩
急
な
ど
の
要
素
で
評

価
さ
れ
、
ポ
イ
ン
ト
に
換
算

さ
れ
て
勝
敗
が
決
ま
る
。
団

体
戦
は
三
人
一
組
で
行
わ

れ
、
息
の
合
っ
た
演
武
が
求

め
ら
れ
る
。

　

今
回
の
輝
か
し
い
戦
績

は
、
普
段
か
ら
の
部
員
の
鍛

錬
の
成
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
。
来
年
度
も
引
き
続
き
、

総
合
優
勝
や
個
人
形
の
連
覇

を
達
成
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
や
ま
な
い
。

 

（
３
年　

鈴
木
浩
司
）


